
総
会
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し
、
総
会
決

算
や
総
会
で
積
み
残
さ
れ
た
活
動
計
画
な

ど
を
関
西
在
住
の
役
員
様
（
山
名
年
浩
会

長
・
宮
田
副
会
長
・
山
名
義
範
理
事
長
・

山
名
靖
英
常
任
理
事
）
に
ご
参
集
願
い
協

議
致
し
ま
し
た
。

会
場
は
妙
心
寺
前
の
精
進
料
理
「
阿
じ

ろ
」
。
数
日
続
い
た
冬
型
が
緩
ん
だ
後
の

薄
曇
り
の
日
。
時
折
日
差
し
が
差
し
込
む

京
町
屋
の
一
室
で
種
々
の
相
談
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

尚
、
Ｈ
26
年
総
会
等
の
具
体
的
内
容
は

春
に
計
画
し
ま
す
理
事
会
で
協
議
決
定
致

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
理
事
各

位
の
ご
出
席
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｈ
25
年
総
会
決
算

第
一
日
目
（
10
月
12
日
）
の
山
名
会
行

事
・
二
日
目
（
13
日
）
の
両
氏
慰
霊
行
事

通
し
て
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
一
日
目
は

一
般
聴
講
者
含
ん
で
55
名
参
加
、
二
日
目

は
登
城
ス
タ
ッ
フ
含
ん
で
47
名
の
皆
さ
ん

が
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
何
と
か
若
干

の
黒
字
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
決
算
書
・
ご
協
賛
報
告
左
図
）

総
会
の
反
省
点
・
課
題


歩
く
距
離
が
多
く
ご
不
便
を
掛
け
た
。

→
車
椅
子
等
の
準
備
も
考
慮
？


記
録
写
真
・
記
念
写
真
を
残
す
余
裕
が

無
か
っ
た
→
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
。


二
日
目
の
行
事
が
二
つ
に
分
か
れ
た

（
法
要
・
登
城
）
の
は
良
く
な
か
っ
た
。


竹
田
城
見
学
の
時
間
が
少
な
す
ぎ
た
。


修
学
旅
行
的
な
行
程
で
は
無
く
、
一
カ

所
に
じ
っ
く
り
時
間
を
取
る
方
が
良
い
？


年
次
総
会
で
計
画
を
ゆ
っ
く
り
話
し
合

う
余
裕
が
無
か
っ
た
。


ホ
テ
ル
が
余
り
良
く
な
か
っ
た
。

赤
松
氏
と
の
慰
霊
行
事
に
つ
い
て


当
面
は
毎
年
定
期
的
に
と
は
行
か
な
い

ま
で
も
、
但
馬
で
の
行
事
開
催
の
お
り

に
継
続
す
る
。


竹
田
城
の
混
雑
が
一
段
落
し
た
ら
、
山

上
で
の
慰
霊
祭
も
気
軽
に
実
施
出
来
る

の
で
は
？

細
川
氏
と
の
交
流
に
つ
い
て


実
際
に
は
応
仁
の
乱
の
前
も
後
も
婚
姻

関
係
な
ど
密
接
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い

た
山
名
と
細
川
で
は
あ
る
が
、
世
間
的

に
は
「
応
仁
の
乱
で
対
立
し
た
ま
ま
」

の
観
が
強
い
。


世
間
的
に
は
「
意
外
な
両
者
の
交
流
」

を
実
現
さ
せ
、
再
興
３
年
目
の
「
山
名

会
」
の
存
在
を
衆
知
し
て
貰
う
。


次
期
総
会
に
細
川
氏
代
表
の
方
に
お
出

で
願
っ
て
、
講
演
や
懇
親
会
臨
席
を
願

う
方
向
で
準
備
調
整
。


山
名
会
の
意
向
は
先
方
に
打
診
済
み
→

後
は
山
名
会
の
企
画
内
容
次
第
。

会
誌
「
山
名
第
６
号
」
の
発
行


「
山
名
第
５
号
」
は
200

部
発
行
し
、
残

数
は
40
程
度
。
→
次
回
で
は
も
う
少
し

部
数
を
増
や
す
べ
き
か
？


会
員
各
位
の
自
由
な
見
識
発
表
の
場
＋

歴
史
史
料
的
な
価
値
も
付
与
す
る
。


歴
史
的
史
料
の
面
で
は
、
も
う
手
に
入

ら
な
い
「
山
名
家
譜
」
何
部
か
に
分
け

て
解
説
付
き
で
連
載
が
出
来
な
い
か
？

→
東
大
史
料
編
纂
所
と
の
関
係
で
少
し

慎
重
に
検
討

Ｈ
26
年
総
会
開
催
に
つ
い
て


前
記
、
「
細
川
氏
と
の
交
流
」
を
軸
に

原
案
作
成
。
Ｈ
26
春
の
理
事
会
に
て
具

体
的
内
容
を
検
討
。


実
施
予
定
は
Ｈ
26
年
秋
（
10
月
後
半
？
）
、

会
場
は
京
都
を
中
心
に


第
一
日
目
：
年
次
総
会
・
交
流
事
業

（
講
演
・
懇
親
）


第
二
日
目
：
清
和
源
氏
ゆ
か
り
の
地
の

散
策
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決
算
情
報
等

さ
さ
や
か
な
会
計
に
つ
き
掲
載
略

全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

Ｈ
25
年
12
月
17
日
京
都
市
花
園
・
「
阿
じ
ろ

本
店
」
に
て
役
員
会
（
常
任
理
事
会
）
を
開
催
し

Ｈ
25
年
総
会
の
決
算
及
び
、
今
後
の
活
動
内

容
な
ど
協
議
致
し
ま
し
た
。

会場の阿じろと出席役員各位



会員数内訳 

府県 会員数 府県 会員数 

東京都 ６ 埼玉県 １ 

神奈川 ２ 群馬県 １ 

千葉県 １ 愛知県 １ 

茨城県 １ 大阪府 ５ 

栃木県 １ 京都府 ２ 

和歌山 ４ 広島県 ２ 

兵庫県 １５ 石川県 １ 

鳥取県 ４ 福島県 １ 

島根県 １ 岡山県 １ 

  合 計 ５０ 

Ｈ
26
春
理
事
会
開
催
に
つ
い
て


Ｈ
26
年
春
に
開
催
予
定
。


会
場
は
京
都
駅
周
辺
、
Ｈ
26
年
総
会
の

下
見
を
兼
ね
て
実
施
で
き
れ
ば
。


Ｈ
26
年
総
会
に
つ
い
て
の
具
体
的
内
容

検
討
。

前
年
度
の
目
標
で
あ
り
ま
し
た
会
員
数

50
名
確
保
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
Ｈ
25
年
総

会
終
了
後
の
11
月
に
入
り
よ
う
や
く
目
標

達
成
で
す
。
縁
あ
っ
て
入
会
さ
れ
た
皆
様

に
山
名
会
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
今

後
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
く
思
い
ま
す
。

会
員
数
が
50
名
と
な
り
会
員
章
が
足
り

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
た
に
50
個
を

追
加
作
成
致
し
ま
す
。

会
章
追
加
分
を
お
申
し

込
み
の
方
に
も
、
準
備
で

き
次
第
発
送
致
し
ま
す
。

も
う
少
し
お
待
ち
下
さ
い
。

Ｈ
25
年
総
会
で
講
師
を
願
っ
た
鳥
取
市

歴
史
博
物
館
の
石
井
宏
伸
氏
が
Ｈ
24
に
企

画
実
施
さ
れ
た
同
博
物
館
「
The

山
名
―
山

陰
守
護
大
名
の
栄
枯
盛
衰
」
の
図
録
が
再

版
さ
れ
ま
し
た
。
山
名
関
係
の
貴
重
資
料

が
数
多
く
掲
載
さ
れ
、
山
名
氏
の
歴
史
に

つ
い
て
も
判
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。

会
員
各
位
に
は

１
冊
お
手
元
に
お

配
り
し
ま
す
。

草
山
常
任
理
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
高
崎
市
・
光
臺
寺
の
由
緒
看

板
が
完
成
し
ま
し
た
。

高
崎
市
山
名
八
幡
宮
の
南
東
500

メ
ー
ト

ル
程
の
所
に
光
臺
寺
が
有
り
ま
す
。

こ
こ
は
初
代
・
山
名
義
範
公
か
ら
八
代
・

時
氏
公
が
ま
で
が
過
ご
さ
れ
た
山
名
館
の

跡
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

去
る
５
月
高
崎
市
を
訪
ね
ら
れ
た
草
山

常
任
理
事
が
、
現
地
を
案
内
下
さ
っ
た
里

見
一
族
交
流
会
の
田
中
会
長
か
ら
の
お
勧

め
と
、
光
臺
寺
ご
住
職
や
総
代
さ
ん
の
賛

意
を
得
て
、
光
臺
寺
に
「
山
名
館
由
緒
看

板
」
を
設
置
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

草
山
常
任
理
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
打
合
せ
に
、
許
可
申

請
に
と
10
回
近
く
神
奈
川
と
高
崎
を
往
復

さ
れ
、
は
れ
て
11
月
28
日
に
は
山
名
義
英

副
総
裁
ご
来
駕
を
仰
い
で
の
由
緒
看
板
除

幕
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
由
緒
看
板
設
置
を
縁
と
し
て
山
名

の
地
元
・
高
崎
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を

深
め
る
事
が
出
来
れ
ば
と
期
待
致
し
ま
す
。

今
回
、
山
名
会
と
し
ま
し
て
は
看
板

文
面
を
検
討
さ
せ
て
頂
い
た
だ
け
で
、

後
は
全
て
を
草
山
常
任
理
事
に
お
任
せ

で
、
草
山
常
任
理
事
の
ご
尽
力
に
は
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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山

名

館

跡

清
和
源
氏
、
新
田
義
重
の
子
義
範
は
、
こ
の
地

山
名
郷
を
父
よ
り
本
貫
地
て
し
て
与
え
ら
れ
、
家

号
を
山
名
義
範
と
改
め
、
此
処
に
居
を
構
え
た
。

現
在
の
此
処
光
臺
寺
境
内
は
山
名
館
で
あ
っ
た
。

初
め
義
範
は
頼
朝
の
御
家
人
と
し
て
平
家
追

討
の
搦
手
大
将
軍
源
義
経
に
従
い
、
一
の
谷
の
合

戦
に
奮
戦
し
、
そ
の
武
勲
に
よ
り
、
清
和
源
氏
受

領
六
人
の
筆
頭
と
し
て
伊
豆
守
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
次
の
義
節
よ
り
重
国
・
重
村
・
義
長
・
義
俊
・

政
氏
・
時
氏
と
ハ
代
に
わ
た
り
居
住
し
て
い
た
が
、

時
氏
の
と
き
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
、
鎌
倉
幕
府

倒
幕
の
勅
命
を
受
け
た
足
利
尊
氏
に
従
い
京
都

六
波
羅
攻
撃
の
為
、
こ
の
地
よ
り
西
国
へ
向
か
っ

た
。
そ
の
後
、
建
武
の
親
政
と
南
北
朝
の
動
乱
に

於
い
て
時
氏
の
活
躍
目
覚
し
く
、
五
ケ
国
の
守
護

大
名
と
な
っ
た
。
四
男
氏
清
の
時
、
十
ニ
ケ
国
の
大

守
護
と
な
り
、
日
本
全
国
の
六
分
の
一
が
領
国
で

あ
っ
た
の
で
六
分
の
一
般
と
呼
ば
れ
る
に
い
た
っ

た
。
そ
の
後
、
明
徳
の
乱
に
於
い
て
時
氏
の
孫
、
時

熈
が
活
躍
し
て
室
町
幕
府
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
応

仁
の
乱
で
は
、
時
熈
の
嫡
子
・
山
名
宗
全
が
西
軍

の
総
大
将
と
し
て
天
下
に
、
そ
の
名
を
轟
か
せ
、

歴
史
を
動
し
た
。
か
く
て
山
名
氏
は
日
本
全
国
か

ら
啓
仰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
時
代
は
戦
国
時
代
へ
と
移
り
、
歴
代
山

名
氏
も
こ
の
戦
乱
を
生
き
ぬ
い
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
山
名
氏
宗
家
と
し
て
、
再
び
故
地
に
戻
る
事

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

完成した看板を前に、除幕式には10名が集った。

左記は光臺寺由緒看板の文面。

更

な

る

発

展

飛

躍

の

年

に

平
成
25
年
総
会
は
、
第
一
日
目
・
二
日
目

共
に
約
50
名
の
ご
参
加
を
得
て
開
催
。
ま
た

会
員
数
も
前
期
の
目
標
50
名
に
よ
う
や
く
達

す
る
こ
と
が
出
来
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
会
継
続
の
正
念
場
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

会
は
役
員
や
事
務
局
だ
け
の
力
だ
け
で
は

動
く
物
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
後
ろ
盾
有
っ
て
初
め
て
活
動
を
重
ね
発
展

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
は
更
な
る
飛
躍
が
出
来
ま
す
よ

う
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力
ご
参
加
是
非
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
事
務
局
）

山名八幡宮奉納神馬記念品

(平成元年)


